
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主 な意見・助言等 関 係 機 関 回      答      等

議事（１）

ヤクシカの
生息状況等

について

①令和４年度ヤクシ
カの生息状況につ

いて

河川界区分ごとの推定個体数の推移の図は目標を統一した
上で、全体的な目標値に対してどこでどれぐらい達成できてい
るのか、というような判断にしてほしい。目標値は早めに検討
した方がよいと思う。

鹿児島県 意見も踏まえて対応したい。

⑤令和4年度ヤクシ
カ捕獲状況

横軸にわなの延べ設置日数(わなの数×日数)、縦軸に何頭捕
れたかを取ったグラフで林道ごとに過去と比較すると、捕りにく
くなっているか判断できるので、次回から資料として出してほし
い。

林野庁
データは持っているので、整理して
出したい。

⑦令和4年度指定管
理鳥獣捕獲等事業
の実施について

かなり計画的で解析事業者がやっているということもあるの
で、単なる数だけではなく、シャープシューティングのところで
出ていたような考察を付け加えるといいと思う。

鹿児島県 意見を踏まえ、検討を行う。

日没直後ぐらいの夜間銃猟も視野に入れて、シミュレーション
をやってもよいと思う。

環境省 意見を踏まえ、検討を行う。

誘引作業に適しているところや、頑張って少しベンチャー的な
給餌が必要なところを表みたいな形で整理していくと、今後や
りやすくなると思う。

環境省 意見を踏まえ、検討を行う。

柵の中にシカが全くいない状況が最善であるとは必ずしも限ら
ないので、もう少しそれを意識しながら分析するほうがいいの
ではないか。

林野庁
環境省

意見を踏まえ参考にしたい。

柵の中が最善とは限らないが、屋久島全体ではどこの柵にも
囲われていない絶滅危惧種が相当数ある。柵で囲うと木が大
きくなりかえってよくない場合は多少手を入れつつ、少なくとも1
カ所では絶滅危惧種が囲われていて、「絶滅危惧種の保全の
ための柵である」という位置づけで管理していくのがよいので
はないか。

林野庁
環境省

意見を踏まえ参考にしたい。

植生の回復をしっかり把握できる段階まで、地道に捕獲を継
続するのがよいと思う。恐らく密度が下がるにつれて警戒心の
高い個体が残るので、その辺りも今後の課題として認識してお
いてほしい。

環境省 了解した。

潜り込み式のわなに入ったシカを全部捕るのではなく、1頭残
して餌をやり続けたらどうなるか、1回やってみたらどうか。

環境省 意見を踏まえ、検討を行う。

捕獲作業後に1頭だけ残すのは難しいと思うが、屋久島でどう
やるかはまた考えるとしても効果的な方法だと思う。

環境省 意見を踏まえ、検討を行う。

林床被度調査は、人間の目では被度を多目に見てしまうので
写真によるモニタリングのほうが正確という気がする。

環境省
今後も写真によるモニタリングを継
続する。

捕獲を実施していない残り3分の2の地域についても比較のた
め、今からでも糞粒調査や植生調査など似たような調査を行う
べきだと思う。

環境省
少しスケールを変えて調査していく
必要があると思っているので検討し
たい。

ヤクタネゴヨウについては、特に西部地域では松枯れの影響
がどんどん自生地のほうへ入ってくるので、伐倒処理に相当
力を入れていかなければいけない。

環境省
林野庁

鹿児島県
屋久島町

意見を踏まえ、検討を行う。

遺産地域西部地域のアブラギリはもう少し意識したほうがよ
い。マンパワーをかければ排除していける可能性は高いと思
う。

環境省
林野庁

鹿児島県
屋久島町

意見を踏まえ、検討を行う。

議事（４）

特定エリア
の対策（西
部地域）

①令和4年度の屋久
島西部地域におけ
るヤクシカ計画捕獲

結果について

②屋久島西部地域
におけるヤクシカ管
理に関するモニタリ

ング結果

議事（５）

屋久島世界
遺産地域管
理計画に基
づく管理状
況の評価に

ついて

②モニタリング計画
に基づくモニタリン
グ項目等について
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課    題

議事（２）

捕獲等の被
害防止対策

について
⑧シャープシュー

ティング体制による
ヤクシカの計画捕

獲について

議事（３）

森林生態系
の管理目標
及びその他
植生モニタ
リング等

②植生の保護・再生
手法の検討

③ヤクシカによる植
生被害及び回復状

況について
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